
   令和５年度 授業改善推進プランの検証 青梅市立西中学校 

教科名   数学  科 

 

１ 授業改善の視点とその方策   

１年 ２年 ３年 

○基本的な問題演習の時間や生

徒一人一人の思考力、判断力、

表現力を養うために、生徒の

学習状況に応じた課題を解く

時間を授業で設定していく。 

 

○既習事項や解答までの途中経

過や生徒の考え方を確認しな

がら授業を実践していく。 

 

〇既習事項の復習として、ワー

ク、プリント等を使用して、

家庭学習の習慣化を図ってい

く。 

○基本的な問題演習の時間や生

徒一人一人の思考力、判断力、

表現力を養う問題を解く時間

を授業で、できる限り設定し

ていく。 

 

○既習事項や解答までの途中経

過や生徒の考え方を確認、発

表をさせながら授業を実践し

ていく。 

 

〇既習事項の復習として、ワー

ク、プリント等を使用して、

家庭学習の習慣化を図ってい

く。 

○基本的な問題、生徒の学習状

況に応じた問題に取り組む時

間を設定していく。 

 

○既習事項や解答までの流れを

確認しながら授業を行ってい

く。 

 

○知識を活用する機会を多く

し、用語の定着を徹底する。 

 

○数学的な思考力・判断力・表

現力を養い、活用する力を身

に付けるために、必要に応じ

て応用問題や文章問題等に取

り組ませる。 

 

２ 生徒の変容の状況および成果 
１年 ２年 ３年 

○毎回の小テストの実施により

基礎・基本は定着してきてい

る。 

 

○内容ごとに問題演習のプリン

トに取り組むことで、基礎

的・基本的な内容が定着して

きている。 

 

 

 

○数多く基礎から応用までの問

題演習させることにより、筋

道を立てて問題を解いたり、

発表することができる生徒が

少しずつ増えてきた。 

 

○内容ごとに問題演習のプリン

トに取り組むことで、基礎

的・基本的な内容が定着して

きている。 

 

○既習事項や解答までの流れを

確認したあとに取り組ませた

り、周りと話し合う時間を設

定したことにより、自分の力

で解こうとする生徒が増え

た。 

 

○内容ごとに問題演習のプリン

トに取り組むことで、基礎的

内容が定着してきている。 

 

３ 次年度に向けての課題 
１年 ２年 ３年 

○習熟度に応じた課題設定を行

うことで、生徒一人一人の学

力向上を図る。 

 

○家庭学習の習慣化を図る。 

 

○自分の力で解く時間とグルー

プでの話し合いで考える時間

を適切に設定し、主体的対話

的な学びを充実させる。 

○基礎的内容が定着するよう、

問題演習の時間をできる限り

設定する。 

 

○習熟度に応じた課題設定を行

うことで、生徒一人一人の学

力向上を図る。 

 

○家庭学習の習慣化を図る。 

 

○グループ学習の時間を設定し

主体的対話的な学びを充実さ

せ学力向上につなげる。 

○基礎的内容が定着するよう、

問題演習の時間を多めに設定

する。 

 

○家庭学習の習慣化・充実を図

る。 

 

○自分の力で解く時間と周りと

話し合う時間を適切に設定

し、主体的対話的な学びを充

実させる。 

 


